
岐阜県災害対策本部員会議（第５回）

【日時】平成３０年７月５日（木） ９：３０ ～
【場所】４階 特別会議室

数値等は、速報値のため今後変更となることがある。



目的

○状況の共有

○当面の対応方針



次第

１ 土砂災害、河川水位等の状況

２ 被害、避難の状況

３ 今後の気象概況

４ 各部等の対応

５ 本部長指示



１ 土砂災害、河川水位等の状況



発令市町村
（メッシュ位置）

発令時刻 発令市町村

土砂災害警戒情報発令状況

発令市町村はありません



7/4 20:50現在

(国)156号線 郡上市白鳥町地内状況 【発災直後】



7/4 20:50現在

(国)156号線 郡上市白鳥町地内状況 【発災直後】



7/5 05:30現在

(国)156号線 郡上市白鳥町地内状況 【応急対策中】



(国)156号線 郡上市白鳥町地内状況 【応急対策中】

7/5 05:30現在



(国)156号線 郡上市白鳥町地内状況

簡易パーキングを利用して片側交互通行に切り替え

【応急対策中】

7/5 05:30現在



7/5 07:00現在

(一)惣則高鷲線 高山市荘川町地内 状況



7/5 07:00現在

(一)惣則高鷲線 高山市荘川町地内 状況



２ 被害、避難の状況

（２） 県内の避難勧告等の発令状況

（１） 県内の被害状況

＜避難指示（緊急）＞
下呂市上上呂、下上呂

＜避難勧告＞
下呂市馬瀬、山之口



３ 今後の気象概況



気象解説の要点

・ 今日５日から８日頃にかけて、大雨や洪水警報を発表
するような現象発生の可能性が高い。
岐阜県では断続的に大雨のおそれがあり、「土砂災害
警戒情報」の発表、対象地域の拡大を考慮。

・ ６月２８日以降の大雨で、地盤の緩んでいるところや土
砂災害の発生しているところがあり、今後の大雨でさらに
土砂災害への危険度が高まる。厳重に警戒

・ 短時間に非常に激しい雨が降り、低い土地では浸水に
警戒。大雨により河川では水位が上昇、河川の増水や氾
濫に警戒。

7.4 大雨解説資料 岐阜地方気象台

2018年07月05日09時、岐阜地方気象台



岐阜県では、６月２８日
以降の大雨により、飛騨
地方では３００ミリを超える
大雨となっています。

72時間最大雨量

雨の実況

過去の大雨事例 総降水量 ３時間雨量 大雨対象地域
平成１１年停滞前線と台
風による大雨
（9月１５日）

３００から４００ミリ以上
（２日前後） １５０ミリ以上 高山市、飛騨市、下呂市、郡上市、美

濃市

平成２２年前線停滞
（７月１５日）

３００から３５０ミリ以上
（２日前後） １５０ミリ以上 可児市、八百津町、御嵩町、美濃加茂

市、白川町、多治見市

（過去の大雨事例）



雨の予想

（１時間雨量）
６日にかけて予想されるは、多い所で、
美濃地方、飛騨地方共に ６０ミリ

（２４時間雨量）
６日６時までの２４時間、多い所で、
美濃地方、飛騨地方共に ４００ミリ

７日６時までの２４時間、多い所で
美濃地方、飛騨地方共に ３００から４００ミリ

その後も、総雨量は更に増える見込み



４ 各部等の対応

１ 危機管理部
２ 県土整備部
３ 環境生活部
４ 農政部
５ 林政部
６ 都市建築部
７ 教育委員会
８ 県警本部



危機管理部

○ 災害情報集約センター内の

指揮総括チーム、災害情報集約チームにおい

て住民避難、被害に関する情報を収集

○ 浸水害及び土砂災害等に備え、警察、消防、

自衛隊との連絡調整を実施



県土整備部

○各被災箇所の復旧作業を適宜実施中

○引き続き、各土木事務所において情報収集

を継続



環境生活部

○私立幼稚園・小中高校等の児童生徒及び施

設の被害状況の把握

○部内被害情報収集



農政部

○引き続き、各農林事務所において、農業被

害情報収集中



高山市松之木町畑法面崩壊による土砂流出状況



高山市松之木町畑法面崩壊による土砂流出状況



林政部

○林業被害情報収集中

（林政課）



都市建築部

○公共交通機関の運行情報を収集中



教育委員会

〇各学校は気象・災害等の情報を収集・検討し、

授業打ち切り等を判断

○教育委員会事務局は情報収集・集約

・学校休業等情報

・児童生徒の被害情報

・学校施設等の被害情報

・教職員に係る被害情報

〇各市町村と覚書を締結している各県立学校は

市町村からの学校開放（避難所）協力要請に

備えた準備



県警本部

○ 台風第７号等・下呂市豪雨関係

警察本部長を長とする災害警備本部の

体制を継続中。



５ 本部長指示

・大気が非常に不安定で、今後大雨となる恐れがあるとのこと。
過去の災害の際の雨量と比べても、災害級の警戒が必要。

・避難勧告、避難指示の発令されている箇所に限らず、県内の多
くの地域で土砂災害、洪水の両名医において厳重な警戒が必要。

・各市町村におかれては、時期を失することが無いよう、早めの
避難勧告等が行える体制を整えていただきたい。

・関係機関との連携を密に、情報収集、事前対策に万全を期すこ
と。

・被害があった箇所においては、復旧作業も必要だが、二次災害
にも十分に気を付け、ひとつひとつ間違いのない対策を立ててい
ただきたい。


